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乙訓の自然を
守る会とは

◆1983年に結成 会員数：約400名
◆主な活動：自然観察会、自然保護活動、里山里地保全、調査研究



SDGｓ
当会の目標は

「自然に親しみ、

知り、

学んで、

守る」

結成の合言葉は

自然を守りながら、人が持続的に生活できる社会にしていく



自然観察会

年間８回程度

5月～8月の観察会は中止、
9月から再開。

１．自然観察会



夏休み
イベント

昆虫おもしろ王国、梅小路昆虫展、自然
工作は中止。



昆虫おもしろ王国 カブトムシを触ってみよう



昆虫観察会 見つけたもの発表



小泉川魚観察会

モクズガニや大きなドンコがいてびっくり！



小さい子の
お散歩会

不定期（年4回程度）

4月以降の開催はやめ、個人活動に変更。



草イチゴを食べてみる タケノコの皮を剥いでみる

虫、発見！300mの道を一時間かけて歩く

儀仗池のほとり



クワガタムシ
学習会

連続5回講座
3月～9月

コロナ対策をしながら実施中！



3月開講 幼虫探し 5月 成虫探し

６月 飼い方６月 成虫探し



コロナ対策
三密を避けて個別指導

時間割を決めて、1家
族ずつ対応。

（7月 標本づくり）



第29回
どんぐり祭り

10/31（土）

今年は大幅に規模を縮小して実施予定。

どんぐりを植えて蝶を守ることを、
紙芝居でわかりやすく伝えています。

昨年の様子



竹ポット作り

どんぐり植え 葉っぱのお面

どんぐりプール

焼きどんぐり



中央公民館
市民企画講座

9/27, 10/25

9/1 募集開始！



里山倶楽部

第4日曜日

新型コロナの影響で、4月以降自主参加に。

２．里山保護・保全活動

3月の活動
の様子

しいたけの収穫

木の伐採



木に登ってみる

木を伐る春休みは中学生も参加



チョウが棲む森づくり（環境保全活動）

生育地を当会が管理し（地主の了解、借地契約）
積極的にチョウの生育環境を作っていく活動

ほっておいては守れない！

暗い森から明るい森へ

◆常緑樹や竹を伐採
◆どんぐり（ナラガシワ、コナラ、クヌギ）を植
えて育てる
（ナラガシワはウラジロミドリシジミの食草）

ウラジロミドリシジミ



３．里山里地保全は困難

田んぼで育つ生き物は、農薬で激減。
山間の田んぼは、放置で山に戻っていく。
雑木林は放置され、暗い森に変わっていく。

ポンポン山の森林公園（管理者：京都市）や
長岡京市の西山森林整備推進協議会へ
生物多様性の森の手入れを10年以上提案している

所有者があり、勝手に手が出せない



４．保護活動 「乙訓から1種たりとも絶滅させない」

フジバカマ保護
オグラコウホネ保護
シマカンギク保護
ウラジロミドリシジミ保護
フクジュソウ保護
カタクリ保護
ギフチョウ保護
水生生物調査
ヒメボタル調査
野鳥調査
蝶・昆虫調査
カヤネズミ調査 ほか

生育地は最小限の手入れし、できるだ
け自然のままで、それらを守る活動。
場合により、ネットで囲いをして獣害を
防ぐ。

地を這うような調査があって、

絶滅寸前種が見つかる。
「調査なくして発言なし」



SDGｓ 私たちが子どもたちに伝えたいこと

①親子で自然の中で過ごす楽しさ（原体験）
感動を共有 心に残る体験は宝物

②乙訓の豊かな自然（森、川、山、田んぼ、竹林、里山、
それらに棲む多様な生き物、植物たち）

発見、気づき →このまちっていいなあ

③貴重な自然を守る大切さ（生物多様性の保護・保全）
保護者に向けて 当会の活動内容を紹介
HP、会報、ニュース、メールなど



SDGｓ 私たちが大切にしていること

①自主性を尊重し楽しく活動
②「なぜ」「なんのために」をわかりやすく伝える
③ふりかえり・・・活動のおわりに感想を聞いて共有する

メールで送ってもらう →HP、会報で紹介
④安全対策（自然観察会スタッフ研修、入念な下見等）
⑤会員の持ち味（得意分野）を生かす
⑥情報提供（昨年の参加者へのニュースの送付など）



まとめ

わたしたちの活動とSDGs

学校教育では味わえない、豊かな自然体験の場を提供しよう！
乙訓の自然、生物多様性を、多くの子どもたちに知ってもらおう！
自分たちの活動を楽しもう！

SDGｓ



ご清聴ありがとうございました


